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高純度鉄単結晶の塑性変形
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種々の寸法をもつ高純度鉄単結晶が，結晶方位，温度の関数として固有の塑性挙動を調査するために，

極低温で引張変形された． 4.2kでのすべり変形可能性は試料寸法に強く依存し， より寸法の小さな試

料 (0.2mm径）が，どの方位においてもすべりで変形できた．鉄の種々のすべり特性が 0.7kから 400

kまでの広範囲の温度域における引張試験から得られた．すなわち， i) 4. 2 kにおける非対称の凹型

のてy-X関係（降伏応力の結晶方位依存性）， ii)4. 2kでの一次すべり転位のすべり面 (101),iii)てy-

T曲線（降伏応力の温度依存性）上の humpの存在， これは A*-T曲線（活性化面積の応力依存性）上

のヒ°ークに対応する．結果はらせん転位の運動に対する固有の格子摩擦（パイエルス機構）およびらせ

ん転位の芯構造の性質の観点から矛盾なく解釈された．

TRIAM-1トカマクにおける逃走電子
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TRIAM-1において軟X線の波高分析が行なわれる．軟X線線スペクトルから決まる電子温度はトム

ソン散乱から決まる値と良く一致する．低エネルギー逃走（スライドアウェイ）電子が高電流密度放電

において現われることが観測される．




